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2まつしま議会だより

９月５日　行政区長との意見交換会

１月12日　消防団出初式

議
案
審
議報酬大幅　 改定へ報酬大幅　 改定へ

　平成26年第４回定例会が12月12日から17日ま
での会期で開催されました。
　大橋健男町長が病気療養のため、髙平功悦副町長
が職務代理者を務め定例会が開催され、活発な質疑
が行われました。
　条例の制定、条例の一部改正、各種会計補正予算
などの29議案を審議し、原案のとおり可決しました。

松
島
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
25
年
度
よ
り
検
討

し
、
社
会
・
経
済
状
況
の
変

化
や
各
非
常
勤
特
別
職
の
職

務
内
容
等
を
鑑
み
な
が
ら
、

報
酬
の
額
の
見
直
し
を
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

報
酬
改
正

条
例
を
出
す
に
あ
た
り
︑
先

進
事
例
又
は
県
内
情
勢
を
参

考
に
検
討
さ
れ
た
と
思
う

が
︑
ど
う
な
の
か
︒

主
な
内
容

質  
疑

赤
間
幸
夫
議
員

　
　
　
　
　

各
種
代
表
、
副

代
表
者
と
意
見
交
換
の
ほ

か
、
二
市
三
町
、
黒
川
の
状

況
も
参
考
に
し
た
。
平
成
８

年
以
来
の
見
直
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

各
行
政
区
で

広
報
等
の
配
布
は
班
長
の
形

を
と
っ
て
い
る
が
︑
班
長
の

報
酬
は
基
本
的
に
な
い
︒
そ

れ
ぞ
れ
の
行
政
区
で
対
応
が

違
う
が
︑
今
後
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
時
期
が
来
る
と
思

う
が
︑
ど
う
か
︒

総
務
課
長

今
野
章
議
員

　
　
　
　
　

今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

選
挙
投
票

に
関
わ
っ
た
管
理
者
︑
選
挙

立
合
人
が
当
日
か
ら
継
続
し

翌
日
ま
で
職
務
に
従
事
し
た

場
合
の
報
酬
は
︑
当
日
分
の

額
と
す
る
と
し
て
い
る
が
︑

職
務
が
翌
日
に
ま
た
が
っ
て

も
当
日
分
だ
け
な
の
か
︒

　
　
　
　
　

選
挙
事
務
は
、

翌
日
午
前
１
時
半
ま
で
執
務

し
て
も
１
日
分
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

総
務
課
長

色
川
晴
夫
議
員

総
務
課
長

　

復
興
交
付
金
事
業
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
た
児
童
公

園
の
工
事
が
完
了
見
込
み
と

な
っ
た
。
施
設
の
供
用
開
始

を
す
る
た
め
、
条
例
に
追
加

し
、
ま
た
、
使
用
で
き
な
い

児
童
公
園
を
削
除
す
る
も
の

で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

主
な
内
容

賛
成
全
員
・
可
決

賛
成
全
員
・
可
決

賛
成
全
員
・
可
決

賛
成
全
員
・
可
決

宮
城
県
市
町
村
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー

規
約
の
変
更

災
害
等
廃
棄
物
処

理
の
事
務
の
委
託

の
廃
止

市
町
の
境
界
変
更

境
界
変
更
に
伴
う

財
産
処
分
の
協
議

児
童
公
園
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

そ
の
他
の
議
案
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議
案
審
議

19年
ぶり 報酬大幅　 改定へ報酬大幅　 改定へ

議会からの提案で実現

（１）報酬の額の引き上げ

区　分 改　正　前 改　正　後
行 政 区 長 年 額� １６２，３００円 年 額� ２４０，０００円
行 政 副 区 長 年 額� ６４，６００円 年 額� ７２，０００円
行 政 員 年 額� １２４，４００円 年 額� １４４，０００円
戸数割１戸あたり � ３６０円 � 現行どおり
消防団
団 　 　 長 年 額� １０３，６００円 年 額� １２０，０００円
副   団   長 年 額� ７９，５００円 年 額� 9０，０００円
分   団   長 年 額� ６２，３００円 年 額� ７２，０００円
副 分 団 長 年 額� ４０，４００円 年 額� ４８，０００円
班 　 　 長 年 額� ３３，５００円 年 額� ４２，０００円
機   関   員 － 年 額� ３０，０００円
団 　 　 員 － 年 額� ２４，０００円
公 民 館 分 館 長 年 額� ７９，５００円 年 額� １２０，０００円
消 費 生 活 相 談 員 月 額� ３３，４００円 月 額� ５５，８００円
交通安全指導員
隊 　 　 長 年 額� ５６，０００円 年 額� ９６，０００円
副   隊   長 年 額� ４０，０００円 年 額� ７２，０００円
班 　 　 長 年 額� ３３，１００円 年 額� ６６，０００円
隊 　 　 員 年 額� ２６，４００円 年 額� ６０，０００円
出 動 １ 日 に つ き ３時間以内� ２，０００円 2時間以内� ２，０００円

３時間超� ４，０００円 4時間以内� ４，０００円
6時間以内� ６，０００円
6時間超� ８，０００円

環 境 美 化 推 進 員 年 額� ２７，０００円 年 額� ３０，０００円

（２）報酬額の明確化

区　　　　　分 改　　　正　　　後
 選挙長  日  額� １０，６００円
 投票所の投票管理者  日  額� １２，６００円
 期日前投票所の投票管理者  日  額� １１，１００円
 開票管理者  日  額� １０，６００円
 投票所の投票立会人  日  額� １０，７００円
 指定病院等における不在者
 投票の外部立会人

１回につき１０，７００円以内で従事する時間に応じ同
額を按分して得た額

 期日前投票所の投票立会人 １回につき９，５００円。ただし、時間を単位に従事す
る場合は、従事した時間に応じ同額を按分して得た額

 開票立会人  日  額� ８，８００円
 選挙立会人  日  額� ８，８００円

備考　選挙長、開票管理者、開票立会人又は選挙立会人が当日から継続して翌日にわたりその職務に従事した
場合の報酬の額は、当日分限りの額とする。

松島町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する改正内容
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建設中のパノラマハウス

議
案
審
議

主
な
内
容

　
「
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
す
る
政
令
」
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
出

産
育
児
一
時
金
額
を
39
万
円

か
ら
40
万
４
千
円
に
引
き
上

げ
る
改
正
す
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

主
な
内
容

　

松
島
町
消
防
団
員
に
お
け

る
報
酬
の
額
の
見
直
し
に
伴

い
、
報
酬
を
全
て
の
団
員
に

支
給
し
、
技
術
手
当
に
つ
い

て
は
廃
止
す
る
改
正
を
す

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

松
島
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正

松
島
町
消
防
団
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

避難施設
　松島パノラマハウス
　管理者を公募 ３月にも決

定か

条例
の
制定
松
島
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

松
島
パ
ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス
を

復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
施
設

と
し
て
設
置
し
、
管
理
す
る

こ
と
に
つ
い
て
定
め
て
お

り
、
住
民
や
来
訪
者
等
の
安

全
確
保
、
地
域
活
力
の
復
興

に
向
け
て
施
設
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
整
備
完
成
後

は
、
災
害
時
に
お
い
て
は
避

難
施
設
と
し
て
避
難
者
が
安

全
、
安
心
に
利
用
で
き
、
か

つ
施
設
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
ま
た
平
常
時
の

施
設
を
有
効
に
利
用
し
、
地

域
の
活
動
、
交
流
等
を
促
進

し
、
町
民
文
化
の
振
興
と
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

パ
ノ
ラ
マ
ハ

ウ
ス
の
運
営
に
つ
い
て
︑
イ

メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
︒
ど
の

よ
う
な
形
で
の
運
営
な
の

か
︒

　
　
　
　
　
　

復
興
交
付
金

で
施
設
を
建
て
、
行
政
財
産

主
な
内
容

質  

疑

櫻
井
靖
議
員

職
務
代
理
者

の
目
的
外
使
用
で
貸
し
出

し
、
前
の
パ
ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス

と
同
じ
形
態
を
考
え
て
い

る
。地
下
一
階
の
使
用
料（
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
）
は
１
０
０

０
円
で
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の

方
が
利
用
（
無
料
）
出
来
る
。

２
階
は
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
の
中
で
、
飲
食
業
関
係

か
ら
有
料
で
運
営
し
て
も
ら

う
。

　
　
　
　
　
　

多
目
的
ス

ペ
ー
ス
の
使
用
料
時
間
１
０

０
０
円
は
高
く
な
い
か
︒
又

休
館
日
と
開
館
時
間
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
︑
後
々
縛
り

に
な
る
の
で
は
︒

　
　
　
　
　
　

基
本
的
に
、

他
の
施
設
、
交
流
館
、
集
会

場
使
用
料
を
考
慮
し
設
定
し

て
お
り
金
額
は
高
く
な
い
。

又
、
開
館
時
間
等
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
た

だ
し
書
に
よ
り
開
館
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

公
募
の
方

法
は
ど
う
な
の
か
︒

　
　
　
　
　
　

12
月
下
旬
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
１
月
の

広
報
に
載
せ
る
。
条
件
と
し

て
、
町
内
で
飲
食
業
を
２
〜

３
年
実
績
の
あ
る
方
。
家
賃

は
月
12
万
円
ぐ
ら
い
を
予
定

し
て
い
る
。
１
月
中
旬
に
募

集
し
、
２
月
上
旬
に
審
査
会

を
開
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

２
月
に
使

用
者
を
決
定
す
る
と
し
て
い

る
が
︑
あ
ま
り
に
も
早
い
の

で
は
な
い
か
︑
も
っ
と
検
討

す
る
時
間
あ
っ
て
も
ど
う

か
︒

櫻
井
靖
議
員

職
務
代
理
者

色
川
晴
夫
議
員

職
務
代
理
者

色
川
晴
夫
議
員

　
　
　
　
　
　

町
内
業
者
の

方
が
検
討
す
る
時
間
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
３
月
上
旬
に

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

行
政
財
産

の
目
的
外
使
用
の
範
囲
は
ど

こ
ま
で
な
の
か
︒

　
　
　
　
　
　

多
目
的
ス

ペ
ー
ス
は
使
用
料
が
か
か

る
。
そ
れ
と
防
災
倉
庫
は
貸

さ
な
い
。
そ
れ
以
外
は
使
用

料
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

　

平
成
26
年
８
月
７
日
に
出

さ
れ
た
人
事
院
の
勧
告
に
鑑

み
、
町
長
等
に
支
給
す
る
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
を
行

い
、
支
給
率
に
つ
い
て
は
国

の
指
定
職
と
同
様
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

　

平
成
26
年
８
月
７
日
に
出

さ
れ
た
人
事
院
の
勧
告
に
鑑

職
務
代
理
者

赤
間
幸
夫
議
員

職
務
代
理
者

松
島
町
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
内
容

松
島
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び

勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
内
容

み
、
教
育
長
に
支
給
す
る
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
を
行

い
、
支
給
率
に
つ
い
て
は
国

の
指
定
職
と
同
様
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

出
産
一
時
金
増
額
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松中体育祭より

議
案
審
議

主
な
内
容

　

今
回
の
町
道
路
線
に
つ
い

て
は
、
避
難
道
路
と
し
て
位

置
づ
け
の
中
で
、
新
規
に
１

路
線
を
町
道
認
定
す
る
。

路
線
名　

東
浜
２
号
線

起　

点　
松
島
字
東
浜
11

−

１

終　

点　
松
島
字
東
浜
６

−

１

　
　
　
　
　
　

民
地
を
含
め

路
線
認
定
す
る
よ
う
だ
が
︑

将
来
的
に
問
題
は
生
じ
な
い

の
か
︒

　
　
　
　
　

土
地
使
用
賃
借

と
い
う
形
で
無
償
で
永
久
に

土
地
を
借
り
る
形
で
処
理
し

て
い
る
。
ま
た
、
所
有
者
が

変
わ
る
場
合
も
契
約
を
引
き

継
ぐ
契
約
を
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

町
道
の
路
線
認
定

質  

疑

今
野
章
議
員

建
設
課
長

平成26年度
区　　　分 ６月期 12月期 年間計

改 　 正 　 前 1.40月 1.55月   2.95月
平成26年12月期分改正 1.40月 1.70月   3.10月
比 較 増 減 0.00月 +0.15月 +0.15月

平成27年度以降
区　　　分 ６月期 12月期 年間計

平成26年12月期分改正 1.40 月 1.70 月 3.10月
平成27年度以降改正 1.475月 1.625月 3.10月
比 較 増 減 +0.075月 ▲0.075月 0.00月

主
な
内
容

　

今
回
の
改
正
は
、
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
院
の
助
成
対
象

を
６
歳
ま
で
に
し
て
い
た

が
、
15
歳
ま
で
引
き
上
げ
、

子
ど
も
の
医
療
機
会
を
確
保

し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

安
定
を
図
る
た
め
、
一
部
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

松
島
町
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

主
な
内
容

　

平
成
26
年
８
月
７
日
に
出

さ
れ
た
人
事
院
勧
告
に
鑑

み
、
一
般
職
の
職
員
等
に
支

給
す
る
給
与
及
び
勤
勉
手

当
、
自
動
車
等
使
用
者
に
係

る
通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
等

に
係
る
措
置
に
つ
い
て
国
の

一
般
職
員
と
同
様
の
改
正
、

及
び
地
域
手
当
の
級
地
区

分
、
支
給
割
合
の
見
直
し
に

よ
る
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　

民
間
と
公

務
員
の
給
与
︑
ま
た
︑
国
家

公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
給

与
が
話
題
に
な
る
︒
よ
く
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
言
わ
れ

て
い
る
︒
国
家
公
務
員
を
１

０
０
と
し
て
︑
松
島
町
の
職

員
の
係
数
は
ど
う
な
の
か
︒

　
　
　
　
　

松
島
町
の
場
合

は
、
90
・
５
で
あ
り
、
仙
台

市
を
除
き
全
体
で
94
か
ら
95

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
松
島
は
市

町
で
は
下
位
で
あ
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

質  

疑

色
川
晴
夫
議
員

総
務
課
長

議
員
提
案

改
正
理
由

　

民
間
事
業
の
賃
金
引
き
上

げ
の
動
向
を
反
映
し
て
、
民

間
給
与
が
国
家
公
務
員
給
与

を
上
廻
り
、
特
別
給
に
つ
い

て
も
、
昨
年
冬
と
本
年
夏
の

特
別
給
も
民
間
が
公
務
を
上

回
っ
た
た
め
、
人
事
院
勧
告

で
国
家
公
務
員
の
月
例
給
・

ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
７
年
ぶ
り

の
引
き
上
げ
の
給
与
勧
告
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

社
会
情
勢
に
鑑
み
、
松
島
町

議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引

き
上
げ
る
た
め
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

松
島
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　

県
内
市
町

村
で
下
位
の
位
置
で
あ
り
︑

職
員
の
志
気
の
低
下
も
あ

り
︑
こ
の
よ
う
な
機
会
に
県

内
レ
ベ
ル
ま
で
上
げ
る
べ
き

と
思
う
が
︒

　
　
　
　
　
　

松
島
町
と
し

て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
を
考

慮
し
て
、
人
事
院
勧
告
に
準

じ
て
や
っ
て
い
る
。
３
年
計

画
で
90
か
ら
93
ぐ
ら
い
ま
で

と
町
長
と
話
し
合
い
な
が
ら

今
後
目
指
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

色
川
晴
夫
議
員

職
務
代
理
者

通院の助成15歳まで拡大
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補
正
予
算

平成26年度

各
種
会
計
補
正
予
算

主
な
内
容

　

第
10
回
配
分
可
能
額
通
知

の
あ
っ
た
、
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
事
業
等
に
つ
い

て
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
事
業
は
次
の
通
り
。

●
松
島
地
区
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

（
避
難
場
所
・
石
田
沢
・

三
十
刈
・
西
行
戻
し
の
松

公
園
内
）

●
高
城
・
磯
崎
地
区
避
難
路

整
備
事
業
（
用
地
購
入
）

●
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化

事
業
（
手
樽
地
区
）

●
松
島
地
区
外
内
水
対
策
事

業
（
ポ
ン
プ
場
設
計
）

●
磯
崎
漁
港
共
同
利
用
施
設

復
興
整
備
事
業

●
松
島
地
区
等
復
興
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業

●
漁
業
集
落
復
興
効
果
促
進

事
業
（
手
樽
地
区
）

●
市
街
地
復
興
効
果
促
進
事

業
（
華
園
・
美
映
の
丘
）

一 

般 

会 

計

　
  

補 

正 

予 

算

�

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　
　

高
城
︑
磯
崎

地
区
避
難
路
整
備
事
業
で
︑

１
号
枝
線
︑
３
号
枝
線
は
本

当
に
必
要
な
の
か
︒

　
　
　
　
　

１
号
枝
線
は
、

高
城
の
裏
側
か
ら
高
城
町
の

道
路
に
つ
な
ぐ
大
き
な
道
路

が
な
い
の
で
、
６
メ
ー
ト
ル

道
路
と
し
て
作
る
。
３
号
枝

線
は
旧
庁
舎
の
部
分
が
道
路

に
な
る
が
、
橋
が
か
か
る
部

分
と
な
っ
て
い
て
有
事
の

際
、
道
路
が
通
行
止
め
に
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
高

城
川
か
ら
高
城
町
へ
抜
け
る

道
路
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

現
道
を
拡
幅

し
て
︑
２
号
枝
線
に
ま
っ
す

ぐ
行
く
道
路
に
す
る
方
が
単

純
明
快
な
考
え
方
だ
と
思

う
︒
交
渉
内
容
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
︒

　
　
　
　
　

復
興
庁
と
話
を

質  

疑

高
城
町
避
難
道
路

�

枝
線
の
見
直
し
を

櫻
井
靖
議
員

建
設
課
長

今
野
章
議
員

建
設
課
長

し
て
き
た
中
で
経
済
性
を
含

め
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
。
建
物
の
移
転
と
な
れ
ば

億
単
位
で
費
用
が
か
か
る
。

今
回
の
や
り
方
は
安
く
経
済

的
で
同
じ
効
果
が
あ
る
と
思

う
。

　
　
　
　
　
　

安
く
で
は
な

く
︑
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
欲
し
い
︒

　
　
　
　
　

結
果
的
に
こ
こ

ま
で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
理
解
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
購
入

す
る
土
地
と
等
価
交
換
し
て

建
物
を
移
動
し
︑
道
路
を
広

げ
る
こ
と
を
高
城
町
の
景
観

の
た
め
に
も
提
案
し
た
い
︒

　
　
　
　
　

議
員
の
皆
さ
ん

が
そ
う
い
う
方
向
で
当
た
る

べ
き
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
考

え
ま
す
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

今
野
章
議
員

建
設
課
長

小
幡
公
雄
議
員

建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　

６
メ
ー
ト

ル
の
道
路
を
作
っ
た
と
し
て

も
残
地
が
残
る
︒
十
分
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　
　
　
　
　
　

残
地
含
め
、

土
地
開
発
基
金
等
を
利
用
し

て
用
地
を
購
入
で
き
な
い

か
地
権
者
に
あ
た
り
た
い
。

オ
ー
ケ
ー
と
な
れ
ば
等
価
・

等
積
交
換
等
、
移
転
・
引
き

家
す
る
か
な
ど
所
有
者
と
話

し
合
い
を
し
た
い
。
同
時
並

行
で
復
興
庁
と
こ
の
方
向
で

話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

片
山
正
弘
議
員

職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　

パ
ノ
ラ
マ
ハ

ウ
ス
の
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

︵
日
よ
け
︶
の
購
入
は
︑
そ

こ
に
入
る
管
理
者
の
好
み
も

あ
る
の
で
管
理
者
に
任
せ
て

は
ど
う
か
︒

　
　
　
　
　
　

同
じ
管
理
者

が
ず
っ
と
入
っ
て
る
わ
け
で

は
な
い
。
建
物
と
デ
ザ
イ
ン

を
一
体
的
に
町
で
責
任
を

も
っ
て
決
め
た
い
。

パ
ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス
の

ブ
ラ
イ
ン
ド
は

櫻
井
靖
議
員

職
務
代
理
者③（仮）高城枝線3号

②（仮）高城枝線2号 ①（仮）高城枝線1号

復興事業も最終段階
質疑は続く

高城磯崎地区避難道路図
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田町交差点付近

石田沢避難施設建設地

三十刈避難施設建設地

補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
で

復
興
事
業
は
終
わ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
︑
取
り
か
か
っ
て

い
な
い
工
事
も
あ
る
︒
復
興

交
付
金
に
間
に
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
が
ど
う
か
︒

　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
で

は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
い
ろ
ん
な
形
で
要
望
書

を
上
げ
て
い
る
。
相
手
が
あ

る
こ
と
で
も
あ
り
、
現
在
、

協
議
の
途
中
で
あ
る
。

復
興
工
事
は

�
間
に
合
う
の
か

色
川
晴
夫
議
員

建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　

三
十
刈
︑

石
田
沢
の
駐
車
場
で
計
70
台

の
大
型
車
の
駐
車
場
が
計
画

さ
れ
て
い
る
︒
最
大
の
ピ
ー

ク
時
に
で
も
70
台
の
バ
ス
は

来
て
い
な
い
︒
無
駄
な
駐
車

場
だ
と
思
う
︒
観
光
バ
ス
の

ス
ペ
ー
ス
を
減
ら
し
︑
乗
用

車
の
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
︒

　
　
　
　
　

今
後
、
利
用
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
見
直

す
。

賛
成
全
員
・
可
決

大
型
車
駐
車
場
は

�

必
要
か

色
川
晴
夫
議
員

建
設
課
長

主
な
内
容

　

４
月
１
日
か
ら
の
一
部
負

担
金
免
除
実
施
等
に
伴
う
一

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
及

び
高
額
療
養
費
の
不
足
に
伴

う
保
険
給
付
費
並
び
に
８
月

７
日
付
け
の
人
事
院
勧
告
に

鑑
み
人
件
費
等
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
４
号
）

主
な
内
容

　

医
療
・
介
護
推
進
法
の
成

立
に
伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
及
び
前
年
度
塩

釜
地
区
介
護
認
定
審
査
事
業

負
担
金
の
精
算
金
に
つ
い
て

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

主
な
内
容

　

８
月
７
日
付
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
人
件
費
を
補
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

主
な
内
容

　

松
島
地
区
外
内
水
対
策
事

業
及
び
公
共
下
水
道
施
設
災

害
復
旧
事
業
浪
打
浜
排
水
区

の
保
留
解
除
に
伴
う
災
害
復

旧
費
に
つ
い
て
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算

�

（
第
３
号
）

観
瀾
亭
等
特
別

　
会
計
補
正
予
算

�

（
第
４
号
）

下
水
道
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

�

（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
復

旧
事
業
で
排
水
路
を
設
け
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
︑
工

事
場
所
の
道
路
が
か
な
り
傷

ん
で
い
る
部
分
が
あ
る
︒
そ

の
部
分
も
一
緒
に
き
れ
い
に

な
る
の
か
︒

　
　
　
　
　
　
　

道
路
は
建

設
課
と
協
議
し
て
お
り
、
最

後
に
は
き
れ
い
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

国
道
45
号

線
松
島
海
岸
駅
か
ら
田
町
交

質  

疑

一
緒
に
道
路
も

�

き
れ
い
に

色
川
晴
夫
議
員

水
道
事
業
所
長

田
町
の
排
水
対
策
は

色
川
晴
夫
議
員

差
点
付
近
に
か
け
て
の
排
水

対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
︒

　
　
　
　
　
　
　

雨
水
排
水

計
画
上
協
議
を
し
、
貯
水
槽

を
計
画
し
た
。
そ
れ
で
全
部

対
応
し
き
れ
る
計
画
で
あ

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

主
な
理
由

　

８
月
７
日
付
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
人
件
費
を
補
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

水
道
事
業
所
長

水
道
事
業

　
会
計
補
正
予
算

�

（
第
２
号
）
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建設中の児童館

議
案
審
議

名　　称 団　体　名 指定の期間

松島町長松園
デイサービスセンター

社会福祉法人
千賀の浦福祉会

平成27年４月１日から
平成32年３月31日まで

松島町健康館
デイサービスセンター

社会福祉法人
松島町社会福祉協議会

平成27年４月１日から
平成32年３月31日まで

品井沼農村環境改善
センター

社会福祉法人
松の実福祉会

平成27年４月１日から
平成32年３月31日まで

松島駅前駐輪場 特定非営利活動法人
ウイザス

平成27年４月１日から
平成32年３月31日まで

松島町野外活動
センター

特定非営利活動法人
ウイザス

平成27年４月１日から
平成32年３月31日まで

指
定
管
理
者
の
指
定

主
な
内
容

　

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
て
い
る
が
、
引
き
続

き
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
指
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
多
数
・
可
決

主
な
内
容

　

工
事
の
内
容
を
検
討
し
た

結
果
、
遊
戯
室
及
び
ホ
ー
ル

部
分
の
空
調
設
備
及
び
照
明

灯
を
増
工
す
る
こ
と
に
し

た
。

○
変
更
内
容
（
契
約
金
額
）

　

変
更
前

　
　

１
億
５
０
６
６
万
円

　

変
更
後

　
　

１
億
５
９
０
２
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

鹿
島
道
路
株
式
会
社

　

北
日
本
支
店

　
　
　
　
　
　
　

　

当
初
の
設
計
の
段
階
で
設

計
者
と
担
当
者
と
の
協
議
で

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

９
０
０
万
の
増
額
は
、
設
計

者
、
担
当
者
ど
ち
ら
か
に
落

ち
度
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

　

冬
場
の
対
応
に
つ
い
て
、

当
初
の
設
計
か
ら
外
し
た
経

緯
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

　

設
計
の
段
階
で
担
当
が
空

調
・
照
明
を
外
す
よ
う
要
請

質  
疑

色
川
晴
夫
議
員

町
民
福
祉
課
長

職
務
代
理
者

（
集
会
施
設
５
箇
所
）

主
な
内
容

　

道
路
改
良
工
６
８
０
メ
ー

ト
ル
と
畦
畔
盛
土
工
１
６
３

０
メ
ー
ト
ル
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

○
契
約
金
額

　

６
９
１
２
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

三
井
住
建
道
路
株
式
会
社

　

東
北
支
店

　
　
　
　
　
　
　

道
路
幅
が

増
え
る
説
明
が
あ
っ
た
が
︑

農
地
買
収
等
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
︒

　
　
　
　
　

用
地
買
収
は
、

こ
の
区
間
は
全
て
完
了
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
道
路

は
道
幅
が
な
く
死
亡
事
故
も

お
き
て
い
る
︒
安
全
性
を
考

慮
し
た
工
事
を
期
待
す
る

が
︑
畦
畔
部
は
ど
う
か
︒

　
　
　
　
　

耕
作
者
と
の
間

で
、
一
部
終
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
盛
土
の
約

束
は
し
て
お
り
、
支
障
は
な

い
。

高
橋
利
典
議
員

建
設
課
長

高
橋
利
典
議
員

建
設
課
長

し
た
経
緯
が
あ
り
、
担
当
者

の
落
ち
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

運
営
方
法
は
、
町
直
営
な

の
か
、
ま
た
指
定
管
理
と
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

正
職
員
２
人
と
臨
時
職
員
、

児
童
館
に
児
童
厚
生
員
、
留

守
家
庭
児
童
学
級
は
教
育
委

員
会
の
臨
時
職
員
で
の
体
制

と
な
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

後
藤
良
郎
議
員

町
民
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

通
常
な
ら
︑

県
道
奥
松
島
線
か
ら
海
浜
公

園
ま
で
の
道
路
改
良
工
事
と

歩
道
工
事
を
分
け
て
事
業
発

注
す
る
と
思
う
が
︑
今
回
一

括
発
注
は
ど
う
い
う
経
過
か

伺
う
︒

　
　
　
　
　

工
事
の
大
小
で

入
札
が
決
ま
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

　

こ
の
地
区
も
何
度
か
発
注

し
た
が
、
誰
も
応
札
せ
ず
、

複
数
合
わ
せ
て
発
注
の
中
で

落
札
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

境
界
杭
の

位
置
に
よ
り
事
故
が
起
る
こ

と
が
あ
る
が
耕
作
者
か
ら
の

異
論
は
な
か
っ
た
か
︒

　
　
　
　
　

基
本
的
に
畦
畔

に
つ
い
て
は
、
道
路
側
に
つ

く
る
形
に
し
て
い
る
。
地
権

者
の
意
向
を
ふ
ま
え
対
応
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

法
面
崩
壊

の
︑
未
然
防
止
対
策
は
︒

　
　
　
　
　

基
本
的
に
は

２‌

％
の
勾
配
で
歩
道
に
水
が

た
ま
ら
な
い
よ
う
標
準
断
面

で
や
っ
て
い
る
。

　

施
行
中
に
崩
壊
し
た
場
合

は
、原
則
修
復
し
て
も
ら
う
。

賛
成
全
員
・
可
決

今
野
章
議
員

建
設
課
長

赤
間
幸
夫
議
員

建
設
課
長

赤
間
幸
夫
議
員

建
設
課
長

松
島
町
児
童
館
建
設

�

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
締
結

町
道
手
樽
・
富
山
駅
線
外

道
路
整
備
そ
の
２
工
事
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請
願
・
陳
情

知
的
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
へ
の
財
源
措
置
を
求
め
る
陳
情

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
と
関
係
法
の

立
法
措
置
を
行
わ
な
い
こ
と
」
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

皆
さ
ん

　
か
ら
の

請

陳

願
・

情

１
件
の
陳
情
に
つ
い
て
第
２
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

し
、
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
た
。

１
件
の
請
願
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
第
１
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
す

る
こ
と
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

第
２
常
任
委
員
会
で
は
、

審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
陳

情
者
に
参
考
人
と
し
て
出
席

を
求
め
、
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
そ
し
て
４
回

に
わ
た
り
、審
査
を
行
っ
た
。

　

陳
情
の
内
容
は
、
仙
台
都

市
圏
東
部
地
域
に
は
、
支
援

度
の
高
い
障
害
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
生
活
介
護
事
業
所
と

し
て
５
施
設
（
定
員
81
名
）

が
あ
る
も
の
の
、
県
立
利
府

支
援
学
校
の
卒
業
生
を
迎
え

入
れ
る
施
設
が
不
足
し
、
安

心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
二
市
三
町
で
20

人
規
模
の
通
所
施
設
を
平
成

28
年
４
月
ま
で
に
開
所
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
支
援
度
の
高
い
利
用

者
を
迎
え
入
れ
る
に
は
、
相

応
の
施
設
整
備
と
人
員
配
置

が
必
要
で
あ
り
、
公
的
支
援

が
望
ま
れ
る
。
つ
い
て
は
、

知
的
障
害
者
福
祉
施
設
の
整

備
に
対
す
る
補
助
事
業
の
採

択
を
含
め
、
更
な
る
財
政
支

援
を
求
め
る
意
見
書
を
国
及

び
宮
城
県
に
対
し
て
提
出
し

て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

第
２
常
任
委
員
会
は
、
こ

の
陳
情
に
つ
い
て
、
本
町
出

身
の
生
徒
を
含
め
た
今
後
の

利
府
支
援
学
校
在
校
生
の
卒

業
後
に
お
け
る
生
活
の
場
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
で
の
通
所

施
設
増
設
に
つ
い
て
の
陳
情

で
あ
り
、
趣
旨
は
十
分
理
解

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し

た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
「
採
択
す
る
も
の
」
と
決

せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
提
案
と
し

て
意
見
書
を
議
会
へ
提
出
。

議
会
に
お
い
て
も
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
関

係
機
関
に
提
出
し
た
。

　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　

宮
城
県
知
事

提
出
先

塩
釜
地
方
労
働
組
合
連

合
会

議
長　

東
海
林
昌
利
氏

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
請
求
同
盟
塩
釜

支
部

支
部
長　

相
原
君
雄
氏

松
島
町
「
九
条
」
の
会

�

名
雪
英
三
氏

今
野
章
議
員

請
願
者

紹
介
議
員

　

安
倍
内
閣
は
７
月
１
日
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

を
閣
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

本
閣
議
決
定
は
、
日
本
の
武

力
攻
撃
が
な
く
て
も
「
我
が

国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他

国
」
へ
の
武
力
攻
撃
が
あ
れ

ば
、
自
衛
隊
に
よ
る
武
力
行

使
を
可
能
に
し
武
器
使
用
に

つ
い
て
も
制
限
を
撤
廃
し
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
武
装

し
た
自
衛
隊
が
戦
地
で
攻
撃

対
象
と
な
り
、
戦
闘
行
為
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　

憲
法
前
文
と
第
９
条
が
規

定
し
て
い
る
恒
久
平
和
と
平

和
的
生
存
権
の
保
障
は
憲
法

の
基
本
理
念
で
す
。
そ
れ
を

国
民
投
票
を
含
め
た
憲
法
改

正
手
続
き
も
な
く
軽
々
に
変

更
し
、
あ
る
い
は
法
律
を
制

定
す
る
方
法
で
こ
れ
を
根
本

的
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
政

府
や
立
法
府
を
憲
法
に
よ
る

制
約
の
も
と
に
お
こ
な
う
と

し
た
立
憲
主
義
の
基
本
に
反

し
ま
す
。
ま
た
憲
法
改
正
は

主
権
者
で
あ
る
国
民
に
委
ね

ら
れ
た
重
大
な
権
利
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
閣
議
決
定
に

よ
る
解
釈
改
憲
は
重
大
な
国

民
へ
の
主
権
侵
害
と
い
え
る

も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て

は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
憲
法
解
釈
変
更

の
閣
議
決
定
を
撤
回
し
、
関

連
法
の
立
法
措
置
を
行
わ
な

い
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
さ
れ
る
よ
う
請
願
い

た
し
ま
す
。

《
趣
旨
》

　

国
民
が
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
に
対

し
、
意
見
や
要
望
を
行
う

こ
と
。
議
員
の
紹
介
が
あ

る
も
の
を
請
願
、
な
い
も

の
を
陳
情
と
い
う
。

請
願
・
陳
情
と
は

まめ
知識



10まつしま議会だより

議
案
審
議
︵
臨
時
会
︶

平成26年第３回

臨時議会
11月４日

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
平
成
27
年
４
月

に
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
為
、

認
可
事
業
と
し
て
、
家
庭
的

保
育
事
業
等（
家
庭
的
保
育
、

小
規
模
保
育
、
居
宅
訪
問
型

保
育
事
業
又
は
事
業
所
内
保

育
事
業
）
の
設
備
及
び
運
営

の
基
準
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　

家
庭
的
保
育

事
業
所
の
設
備
や
運
営
の
向

上
の
状
況
確
認
に
対
す
る
町

の
考
え
は
︒

　
　
　
　
　
　
　

事
業
の
設

備
や
運
営
は
、
基
準
よ
り
も

よ
り
高
い
水
準
を
求
め
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
確
認
に
つ

い
て
も
定
期
的
に
監
督
と
い

う
立
場
で
、
運
営
状
況
や
職

員
の
配
置
状
況
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

保
育
所
と
の

連
携
と
い
う
こ
と
で
︑
連
携

施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
と
認
め
る
地
域
が
本

町
で
は
想
定
し
て
い
る
の

か
︒

　
　
　
　
　
　
　

著
し
く
困

難
で
あ
る
と
町
が
認
め
る
地

域
は
な
い
。

主
な
内
容

質  
疑

今
野
章
議
員

町
民
福
祉
課
長

今
野
章
議
員

町
民
福
祉
課
長

　

町
は
質
の
高
い
保
育

を
ど
の
子
供
に
も
保
証
す
る

と
い
う
立
場
で
、
国
の
公
的

保
育
の
後
退
と
子
供
を
儲
け

の
対
象
と
す
る
保
育
の
市
場

化
に
反
対
し
、
自
治
体
と
し

て
保
育
の
水
準
を
守
り
、
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
質
疑
を
通
じ

て
も
、
疑
問
点
を
解
消
す
る

に
は
至
ら
な
い
こ
と
、
議
案

も
同
様
な
考
え
方
が
貫
か
れ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、
反
対
で
あ
る
。

　

議
論
を
通
じ
、
子
育

て
世
代
に
合
わ
せ
た
形
で
の

支
援
制
度
に
な
る
と
の
理
解

で
あ
り
、
町
の
認
可
事
業
と

し
て
家
庭
的
保
育
事
業
等
が

児
童
福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
条
例
で
運
営
の
基
準
を

定
め
る
と
す
る
議
案
で
あ

り
、
賛
成
で
あ
る
。

賛
成
多
数
・
可
決

討  

論今
野　
章 

議
員

反対

後
藤　
良
郎 

議
員

賛成

主
な
内
容

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
よ
り
、
市
町
村
は
、
特
定

教
育
・
保
育
施
設
（
認
定
子

ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所
）

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

（
家
庭
的
保
育
事
業
等
４
事

業
）
を
教
育
・
保
育
給
付
費

の
支
給
に
係
る
施
設
と
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
位
置
付
け

ら
れ
、
そ
の
運
営
基
準
を
条

例
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

利
用
定
員
の

総
数
を
超
え
た
場
合
の
選
考

と
し
て
、
町
の
支
給
認
定
の

段
階
で
の
公
平
性
の
担
保
の

考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
の
必

要
性
の
程
度
と
し
て
、
保
護

者
が
働
い
て
い
る
時
間
、
自

営
業
、
パ
ー
ト
等
を
加
味
し

て
点
数
化
を
行
い
、
点
数
の

高
い
方
を
優
先
順
位
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。

　

松
島
町
は
町
立
の
保
育
所

で
あ
り
、
入
所
判
定
委
員
会

の
中
で
判
断
を
行
っ
て
い

る
。�

賛
成
多
数
・
可
決

松
島
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

今
野
章
議
員

町
民
福
祉
課
長

主
な
内
容

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

の
実
施
に
お
い
て
、
児
童
福

祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町

村
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

つ
い
て
、
基
準
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　

学
童
保
育
の

対
象
年
齢
を
明
記
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
︒

　
　
　
　
　

現
在
は
四
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
家
庭
事

情
及
び
身
体
的
な
原
因
の
児

童
な
ど
要
望
を
取
り
入
れ
て

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

職
員
の
処
遇

改
善
は
ど
う
な
の
か
︒

　
　
　
　

臨
時
職
員
会
議
の

中
で
交
通
費
相
当
額
な
ど
、

今
後
の
改
善
策
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

利
用
者
が

事
故
に
よ
り
発
生
し
た
場
合

の
損
害
賠
償
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
︒

松
島
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

今
野
章
議
員

教
育
課
長

今
野
章
議
員

副
町
長

菅
野
良
雄
議
員

　
　
　
　
　
　
　

わ
が
町
で

は
現
在
３
ヶ
所
の
留
守
家
庭

家
庭
保
育
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
損
害
賠
償
に
該
当
す
る

の
は
、
町
の
過
失
の
場
合
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

放
課
後
児

童
健
全
育
成
に
係
る
施
設
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
子
供
に
対

し
︑
地
域
民
の
か
か
わ
り
は

あ
る
の
か
︒

　
　
　
　
　

絵
本
な
ど
読
み

聞
か
せ
や
、
野
菜
づ
く
り
を

一
緒
に
行
っ
て
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
る
な
ど
生
涯

学
習
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

賛
成
多
数
・
可
決

　

契
約
方
法
は
、
全
て
条
件

付
一
般
競
走
入
札
。

〔
手
樽
地
区
防
災
ま
ち
づ
く

り
拠
点
施
設
建
設
工
事
〕

主
な
内
容

　

旧
手
樽
生
活
セ
ン
タ
ー
敷

地
に
災
害
時
に
避
難
者
を
受

け
入
れ
、
資
機
材
な
ど
を
保

管
す
る
倉
庫
を
含
め
た
災
害

時
の
拠
点
施
設
の
建
設
を
行

う
。

◯
契
約
金
額

金
１
億
４
２
２
万
円

町
民
福
祉
課
長

赤
間
幸
夫
議
員

教
育
課
長

工
事
請
負
契
約
の
締
結

子ども・子育て支援新制度へ
松島町家庭的保育事業等の設置及び
運営に関する基準を定める条例の制定
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議
案
審
議
︵
臨
時
会
︶

◯
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
鈴
木
工
務
店

◯
工
期
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

資
機
材
不

足
の
中
︑
工
期
的
な
し
わ
寄

せ
が
な
い
の
か
︒

　
　
　
　
　

締
結
後
に
詳
細

な
工
程
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
が
、
基
本
的
に
は
３

月
末
日
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
落

札
率
が
高
ど
ま
り
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
︒

　
　
　
　

落
札
率
は
行
政
と

し
て
積
算
は
適
正
に
し
て
い

る
。
そ
の
と
き
ど
き
の
事
情

が
大
き
い
た
め
、
高
値
、
低

値
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。�

賛
成
全
員
・
可
決

〔
本
郷
地
区
備
蓄
倉
庫
建
設
〕

主
な
内
容

　

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
隣

接
地
に
災
害
時
等
に
使
用
す

る
物
資
や
資
機
材
を
備
蓄
す

る
倉
庫
の
建
設
工
事
を
行
う
。

◯
契
約
金
額

金
５
０
７
８
万
円

◯
契
約
の
相
手
方

同
事
建
設
株
式
会
社

◯
工
期
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
業
者

は
松
島
町
で
は
初
め
て
で
あ

阿
部
幸
夫
議
員

総
務
課
長

色
川
晴
夫
議
員

副
町
長

菅
野
良
雄
議
員

る
が
他
市
町
村
の
実
績
は
︒

　
　
　
　
　

会
社
設
立
は
平

成
３
年
で
、
仙
台
市
で
建
築

工
事
に
絡
む
元
請
業
や
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
場
所

は
駐
車
場
で
あ
っ
た
︒
今
回

備
蓄
倉
庫
建
設
に
あ
た
り
︑

周
辺
整
備
は
︒

　
　
　
　
　

駐
車
場
に
備
蓄

倉
庫
を
作
る
も
の
で
、
周
辺

環
境
は
変
わ
ら
な
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

〔
帰
命
院
地
区
避
難
施
設
建
設
〕

主
な
内
容

　

現
在
の
帰
命
院
地
区
主
幹

敷
地
に
災
害
時
に
住
民
な
ど

の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
建
設
工
事
を
行
う
。

◯
契
約
金
額

金
５
４
３
２
万
円

◯
契
約
の
相
手
方

同
事
建
設
株
式
会
社

◯
工
期
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

帰
命
院
地

区
全
部
に
わ
た
っ
て
の
︑
避

難
施
設
に
い
く
避
難
道
路
は

ど
う
な
る
の
か
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

避
難
施

設
と
し
て
は
、
帰
命
院
一
つ

の
地
区
と
考
え
て
い
る
。
こ

総
務
課
長

渋
谷
秀
夫
議
員

総
務
課
長

片
山
正
弘
議
員

震
災
復
興
対
策
監

の
地
区
は
交
付
金
事
業
で
認

め
ら
れ
た
経
緯
に
よ
る
。又
、

実
際
道
路
計
画
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。賛

成
全
員
・
可
決

〔
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
工
事
〕

主
な
内
容

　

松
島
第
一
小
学
校
・
手
樽

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
松
島

運
動
公
園
に
災
害
時
用
の
飲

料
水
を
確
保
す
る
た
め
、
耐

震
性
貯
水
槽
を
整
備
す
る
。

◯
契
約
金
額

金
５
９
４
０
円

◯
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
千
葉
鳶

◯
工
期
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

普
段
の
維

持
管
理
は
︑ど
う
な
る
の
か
︒

　
　
　
　
　

密
閉
状
態
で
あ

れ
ば
、
10
年
間
対
応
出
来
る

設
備
な
の
で
、
特
別
な
維
持

管
理
は
必
要
な
い
と
確
認
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

手
樽
交
流

セ
ン
タ
ー
が
浸
水
し
た
場
合

で
も
使
用
出
来
る
の
か
︒

　
　
　
　

校
庭
ま
で
水
が
上

が
っ
た
実
績
は
な
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

〔
町
道
高
城
・
松
島
線
避
難

道
路
整
備
工
事
〕

赤
間
幸
夫
議
員

総
務
課
長

菅
野
良
雄
議
員

副
町
長

　

延
長
５
３
５
ｍ
、
標
準
幅

員
６
・
０
ｍ
の
避
難
道
路
整

備
工
事
。

◯
契
約
金
額

金
１
億
６
９
２
万
円

◯
契
約
の
相
手
方

三
井
住
建
道
路
株
式
会
社

東
北
支
店

◯
工
期
27
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

国
道
45
号

線
水
主
町
か
ら
消
防
署
ま
で

の
中
で
︑
水
主
付
近
が
一
部

調
整
中
と
あ
る
の
は
な
ぜ

か
︒

　
　
　
　
　

基
本
的
に
岩
の

と
こ
ろ
が
風
情
あ
る
し
、
景

観
も
良
い
の
で
、
多
少
の
調

整
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

一
部
道
路

横
断
図
が
な
い
の
は
︑
又
工

期
は
大
丈
夫
な
の
か
︒

　
　
　
　
　

法
面
が
高
い
部

分
は
入
れ
て
い
な
い
。
工
期

は
年
度
契
約
で
進
む
が
、
そ

の
時
期
が
き
た
時
は
繰
り
越

し
も
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

こ
こ
は
景
観

地
域
で
も
重
要
な
区
域
に
入

る
の
で
︑
電
柱
の
地
下
埋
設

を
組
み
入
れ
て
は
ど
う
か
︒

主
な
内
容

色
川
晴
夫
議
員

建
設
課
長

後
藤
良
郎
議
員

建
設
課
長

今
野
章
議
員

　
　
　

電
力
の
ほ
う
で
車
道

部
に
埋
設
は
危
険
で
あ
る
と

の
話
が
な
さ
れ
た
。
又
、
27

年
か
ら
最
長
28
年
ま
で
見
た

工
期
で
は
間
に
あ
わ
な
い
の

で
地
中
化
は
諦
め
た
。

賛
成
全
員
・
可
決

台
風
19
号
災
害
復
旧

主
な
内
容

　

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復

旧
費
は
、
１
５
０
０
万
円
で

あ
り
、
道
路
法
面
14
ヶ
所
・

河
川
法
面
４
ヶ
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

台
風
19
号
は

超
大
型
で
あ
り
上
陸
前
か

ら
︑
報
道
な
ど
わ
か
っ
て
い

た
と
思
う
︒
隣
の
町
で
は
避

難
勧
告
も
出
て
い
る
中
︑
本

町
も
浸
水
被
害
も
出
て
お

り
︑
災
害
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
︒

　
　
　

震
災
・
災
害
対
応
の

施
策
を
ど
う
し
て
い
く
か

は
、
今
作
成
中
で
あ
る
が
命

に
か
か
わ
る
場
合
は
避
難
で

あ
り
、
床
下
浸
水
な
ど
命
に

別
状
な
い
場
合
は
２
階
に
逃

げ
る
な
ど
、
軽
々
し
く
避
難

勧
告
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
防
災
計

町
長

平
成
26
年
度
松
島
町

一
般
会
計
補
正
予
算�

（
第
５
号
）

今
野
章
議
員

町
長

画
の
中
で
し
っ
か
り
検
証

し
、町
民
の
方
々
に
示
し
て
、

浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

18
个
所
の

復
旧
事
業
は
ど
の
時
点
で
掌

握
し
た
の
か
︒

　
　
　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
は

13
日
か
ら
14
日
ま
で
で
、
そ

の
後
被
害
状
況
は
一
週
間
か

ら
二
週
間
か
け
て
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
台

風
で
︑
稲
わ
ら
が
浮
い
て
︑

多
方
面
に
被
害
が
出
た
︒
稲

わ
ら
の
後
処
理
も
含
め
ど
う

だ
っ
た
の
か
︒

　
　
　
　
　

２
ヶ
所
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
。
原
則
は
自
分

達
で
片
付
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
相
談
を
受
け
る
窓
口

は
設
け
る
。
ま
た
稲
わ
ら
は

一
般
廃
棄
物
と
な
り
、
燃
や

し
て
は
だ
め
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

赤
間
幸
夫
議
員

建
設
課
長

高
橋
利
典
議
員

建
設
課
長

台風による崖崩れ（桜渡戸字檀山）
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委
員
会
活
動

第
１
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
中
間
報
告

調
査
事
件

　

本
町
の
６
次
産
業
化
の
推

進
に
つ
い
て

概
要

　

４
月
21
日
に
町
の
取
り
組

み
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
町
産
業
観
光
課
か
ら

説
明
を
受
け
、
５
月
30
日
に

Ｊ
Ａ
仙
台
農
産
物
直
売
所

「
た
な
ば
た
け
高
砂
店
」
を

視
察
し
た
。
庄
子
市
場
開
発

部
長
よ
り
「
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
」
の
説
明
を
受
け

質
疑
応
答
方
式
に
よ
る
研
修

を
行
っ
た
。

　

６
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

「
６
次
産
業
化
」
の
先
進
地

で
あ
る
岐
阜
県
東
白
川
村
、

輪
之
内
町
、大
垣
市
を
訪
れ
、

特
色
あ
る
事
例
や
現
場
視
察

等
に
よ
り
担
当
者
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

所
感

　

現
在
ま
で
本
町
の
６
次
産

業
化
推
進
の
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
Ｊ
Ａ
仙
台

松
島
支
店
加
工
部
会
が
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
そ
の

活
動
拠
点
で
あ
っ
た
「
愛
・

ら
ん
ど
松
島
」
が
解
体
さ
れ

活
動
休
止
状
態
に
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
仙
台
と
の

話
し
合
い
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
仙

台
松
島
支
店
並
び
に
Ａ
コ
ー

プ
松
島
店
の
建
て
替
え
が
進

行
す
る
中
で
、
現
生
協
松
島

店
を
加
工
部
会
が
使
用
す
る

計
画
の
情
報
が
あ
り
、
設
備

の
充
実
と
施
設
活
用
が
有
効

と
な
る
ま
で
に
町
は
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

　
Ｊ
Ａ
仙
台
松
島
支
店
と
Ａ

コ
ー
プ
松
島
店
の
建
て
替
え

に
伴
い
、
Ａ
コ
ー
プ
と
生
協

が
共
同
店
舗
と
な
り
、
現
生

協
を
Ｊ
Ａ
仙
台
が
全
施
設
を

借
り
る
計
画
で
あ
る
。
現
在

生
協
の
中
に
加
工
部
会
の
加

工
機
械
を
設
置
し
、
平
成
27

年
８
月
以
降
に
活
動
で
き
る

と
予
定
さ
れ
て
い
る
。
我
が

町
の
加
工
施
設
は
、
少
量
多

品
の
加
工
場
と
な
り
、
設
備

・
機
械
も
壊
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
町
当
局
も
積
極
的
に
関

わ
り
、
当
委
員
会
も
調
査
を

通
じ
よ
り
よ
い
加
工
と
な
る

よ
う
一
層
支
援
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
状
況
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
１
年
間

延
長
し
調
査
す
べ
き
と
結
論

に
至
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告

◇
研
修
日
時

　

平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

◇
研
修
先

　

茨
城
県
大
洗
町
議
会

◇
研
修
目
的

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

①
議
会
報
告
会
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

②
常
任
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て

③
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

◇
視
察
研
修
内
容

一
、
議
会
報
告
会
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

　

３
月
・
９
月
定
例
会
終
了
後
に
、
年
２
回
町
内
の

集
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
３
つ
の
常
任
委
員

会
所
属
議
員
が
分
散
し
、
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

報
告
会
開
催
案
内
は
、
各
戸
に
担
当
議
員
名
を
掲

載
し
た
案
内
状
の
配
布
、
広
報
誌
・
ポ
ス
タ
ー
・
町

内
放
送（
個
別
受
信
）・
街
宣
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

◯
質
疑
・
意
見
交
換

　

３
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
を
共
通
テ
ー
マ

（
話
題
）
を
基
に
説
明
・
答
弁
を
行
い
、
地
域
か
ら

の
要
望
に
対
し
て
は
、
答
弁
で
き
る
も
の
は
答
弁
を

行
う
。
町
・
議
会
へ
の
要
望
等
に
対
す
る
回
答
者
は

提
出
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
の
マ
ン
ネ
リ
化
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
関
心
度
を
高
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
や
、
現
地
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
住
民
の
声
に
は
速
や
か
に
対

応
し
て
い
る
。

二
、
常
任
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て

　

４
つ
の
常
任
委
員
会
で
、
委
員
の
任
期
は
４
年

ＪＡ仙台農産直売所「たなばたけ高砂店」
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委
員
会
活
動

第
２
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

調
査
事
件

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

概
要

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

要
介
護
高
齢
者
の
増
加
、
介

護
保
険
の
長
期
化
な
ど
介
護

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
大
し

て
い
る
。
ま
た
核
家
族
化
の

進
行
、
介
護
す
る
家
族
の
高

齢
化
な
ど
、
要
介
護
高
齢
者

を
支
え
て
き
た
家
族
を
め
ぐ

る
状
況
も
変
化
し
て
い
る
。

　

一
方
、
２
０
２
５
年
に
は

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
り
、
３
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
、
5
人
に
1
人
が
75
歳

以
上
と
な
る
。
今
後
、
高
齢

化
が
進
む
と
医
療
や
介
護
を

必
要
と
す
る
方
が
ま
す
ま
す

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
現
在
の

第
５
期
介
護
保
険
事
業
の
検

証
と
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま

る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
へ
の
反
映
が
必
要
で
あ
る

と
捉
え
、
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
町
の
介
護
保

険
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
、

町
の
担
当
課
か
ら
聞
き
取
り

を
実
施
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な
地
域

で
利
用
で
き
る
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
に
力
を
入
れ

て
い
る
石
川
県
加
賀
市
と
、

重
点
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

認
知
症
対
策
で
「
認
知
症
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
富
山
県
小
矢
部
市

の
両
先
進
地
を
視
察
訪
問
し

た
。

所
感

　

今
後
、
介
護
を
必
要
と
す

る
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る

の
で
、
在
宅
を
い
か
に
充
実

さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
通
い
を
中
心
に
泊
ま
る

こ
と
の
で
き
る
小
規
模
多
機

能
施
設
を
町
内
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
高
齢
者
の
就
労
は

生
き
が
い
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
収
入
確
保
の
手
段
で
も

あ
る
。
団
塊
世
代
が
高
齢
者

世
代
へ
仲
間
入
り
し
て
い
く

な
か
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
超
高
齢
化
社
会
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と

考
え
る
。
就
労
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
す
べ
き
で

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町

は
高
齢
化
率
33
％
を
超
え
認

知
症
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
増
加
が
見
込
ま
れ
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
範
囲
は
更
に
広
く
重
く

な
る
と
考
え
る
。「
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
策
定
の
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
充
実
」
が
重
要
視
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。

　

単
に
健
康
長
寿
課
の
問
題

と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な

く
、
町
長
を
先
頭
に
総
務
課

や
町
民
福
祉
課
及
び
環
境
防

災
班
等
役
場
が
一
体
と
な

り
、
さ
ら
に
行
政
区
・
民
生

児
童
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
住
民
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
・
警
察
署
・
消
防
署
・

商
工
会
・
社
会
福
祉
協
議
会

等
各
種
団
体
が
一
丸
と
な
っ

て
参
画
す
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実
が
強

く
望
ま
れ
る
。

で
、
１
人
の
議
員
は
必
ず
２
つ
の
常
任
委
員
会
に
所

属
し
、
所
属
外
の
委
員
会
に
も
出
席
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

所
属
外
委
員
の
発
言
は
出
来
る
が
、
採
決
権
は
認

め
て
な
い
。

三
、
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
に
議
会
基
本
条
例
と
同
じ
に
制
定
さ
れ

た
。
具
体
的
な
項
目
と
し
て
、
年
賀
状
の
送
付
廃

止
、
新
盆
参
り
の
供
物
持
参
の
禁
止
、
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
団
体
等
の
代
表
者
等
に
就
任
し
な

い
等
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
議
会
だ
よ
り
に
実

名
で
公
表
さ
れ
る
。

◇
所
感

　

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
議
員
１
人
ひ

と
り
が
「
定
例
会
開
催
」
を
行
い
、
毎
年
３
月
議
会

開
催
中
に
「
日
曜
議
会
」、
４
月
・
10
月
に
議
会
報

告
会
を
開
催
し
て
い
る
。「
基
本
条
例
」
と
議
会
政

治
倫
理
条
例
」を
制
定
し
、「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
本
町
議

会
と
同
様
で
あ
る
が
、
大
洗
町
議
会
は
年
２
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。
広
報
に
つ
い
て
、
戸
別
受
信
器

で
町
内
放
送
、
開
催
日
は
議
会
事
務
局
職
員
に
よ

る
街
宣
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本
町
議
会
で

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
住
民
要
望
事

項
に
対
す
る
回
答
者
は
、
大
洗
町
で
は
作
ら
れ
て

い
な
い
。

②
常
任
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
１
議
員
は
２

つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
か
つ
所
属
外
に
委

員
会
に
も
必
ず
出
席
し
、
町
政
の
全
て
の
こ
と
に

精
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
参
考

と
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。

高齢者福祉計画第６期介護事業計画策定に向けて
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特
別
委
員
会

　　特別委員会は
� 先を見据えて！

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

澁 

谷 

秀 

夫

シリー
ズ

第４弾

　

平
成
26
年
10
月
30
日
︵
木
曜
日
︶

第
３
回
と
な
る
議
会
活
性
化
調
査
特

別
委
員
会
が
開
催
︒

◆
常
任
委
員
会
の
視
察
研
修
に
係
る

旅
費
︵
費
用
弁
償
等
︶

○
旅
費
の
上
限
額
に
つ
い
て
︒

　

改
正
前
の
一
人
あ
た
り
、
８
万
５

千
円
の
提
示
が
あ
っ
た
が
、
諸
経
費

の
高
騰
も
考
慮
し
、
余
裕
を
も
っ
て

10
万
円
と
決
定
し
た
。

○
バ
ス
借
上
げ
料
に
つ
い
て
は
現
行

通
り
と
し
た
︒

　

時
期
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
４
月

か
ら
施
行
と
決
定
し
た
。

◆
常
任
委
員
会
の
任
期
に
つ
い
て

○
４
年
か
２
年
に
す
べ
き
か
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
︒

　

震
災
後
に
任
期
が
４
年
と
な
っ
た

が
、
議
会
の
活
性
化
の
た
め
２
年
に

戻
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
が
出

た
。

　

採
決
の
結
果
２
年
と
決
定
し
た
。

平
成
27
年
12
月
15
日
施
行
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
議
会
広
報
対
策
特

別
委
員
会
の
常
任
委
員
会
化
」、「
政

策
立
案
常
任
委
員
会
（
仮
称
）
の
設

置
」、「
政
務
活
動
費
」
に
つ
い
て
は
、

再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、「
委
員
長
手
当
」・「
議
員

報
酬
」
に
つ
い
て
も
検
討
事
項
と
す

る
こ
と
で
確
認
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
11
月
18
日
︵
火
曜
日
︶

第
４
回
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
が
開
催
︒

◆
議
員
報
酬
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
12
月
か
ら
現
行
の
18
人

よ
り
14
人
に
４
人
減
と
な
り
、
仕

事
の
内
容
も
多
く
な
っ
て
来
て
い

る
。

・
議
員
の
報
酬
は
平
成
８
年
以
降
17

年
間
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。

・
首
長
の
報
酬
月
額
に
対
す
る
一
般

議
員
の
報
酬
月
額
の
比
率
は
松
島

27
・
３
％
で
県
内
21
町
村
平
均
の

31
・
５
％
に
比
し
て
低
い
等
の
意

見
が
出
た
。
値
上
げ
の
方
向
で
確

認
し
、
報
酬
の
額
の
根
拠
を
示
し

て
平
成
27
年
度
中
に
、
基
本
条
例

に
基
づ
く
一
般
会
議
を
開
催
し
て

住
民
の
声
も
聞
い
て
、
決
め
て
い

く
方
向
で
進
め
る
こ
と
に
決
し

た
。

◆
委
員
長
手
当
︵
委
員
長
報
酬
︶
に

つ
い
て

・
委
員
長
の
職
責
は
大
変
さ
も
あ
り

手
当
は
あ
っ
て
も
よ
い
。

・
委
員
会
の
任
期
を
２
年
と
し
た
こ

と
と
、
報
酬
の
値
上
げ
の
方
向
も

あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
中
で
議
論
す

べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

採
決
の
結
果
、
委
員
長
手
当
は
見

送
ら
れ
た
。

　

平
成
26
年
12
月
17
日
︵
水
曜
日
︶

第
５
回
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
︒

◆
議
員
報
酬
の
見
直
し
︵
引
き
上
げ

に
つ
い
て

○
見
直
し
を
行
な
う
理
由

　

後
継
者
対
策
を
一
番
に
採
り
上
げ

る
べ
き
の
意
見
が
多
数
で
、
改
正
に

よ
る
影
響
額
に
も
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。

○
見
直
し
の
算
出
根
拠

　

首
長
報
酬
の
３
分
の
１
程
度
に
す

る
こ
と
、
生
活
給
に
近
い
も
の
に
す

る
等
が
提
言
さ
れ
た
。
ま
た
政
務
活

動
費
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
廃

止
、
減
額
す
べ
き
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　

算
出
根
拠
及
び
見
直
し
を
行
う
理

由
に
つ
い
て
、
も
っ
と
議
論
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

※　
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特

別
委
員
会
︵
阿
部
幸
夫
委
員
長
︶・

東
北
放
射
光
施
設
誘
致
調
査
特
別

委
員
会︵
高
橋
幸
彦
委
員
長
︶は
︑

国
・
県
・
町
の
動
き
が
関
係
す
る

こ
と
か
ら
︑
今
回
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
︒
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一
般
会
議

◇
日　
時

平
成
26
年
12
月
17
日
㈬

◇
場　
所

ホ
テ
ル
大
松
荘

�

　

会
議
室

◇
出
席
者

福
田
正
朗
会
長
以
下　

14
人

議
会
全
議
員
（
14
人
）

　

合
併
か
ら
３
年
を
経
過
。

利
府
・
松
島
商
工
会
の
要
請

で
懇
談
会
を
開
催
。

　

松
島
町
の
商
工
業
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
、
商

工
会
の
事
業
報
告
と
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
の
概
要
説

明
の
中
、
論
議
が
展
開
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　

　

小
規
模
企
業
振
興
法
は
︑

歓
迎
す
べ
き
法
律
と
思
う
が

実
際
に
支
援
計
画
を
作
る
機

会
に
何
が
問
題
と
な
る
か
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

　

例
え
ば
、
経
営
者
の
高
齢

化
。
或
い
は
後
継
者
不
足
。

松
島
の
場
合
、
観
光
客
の
減

少
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
な
問
題
は

何
で
す
か

議
会

商
工
会

　

一
番
大
き
い
の
は
、
大
型

店
の
出
店
が
経
営
を
圧
迫
し

て
も
そ
の
対
応
が
難
し
い
。

　
　
　

　
町
の
補
助
金
収
入
が
減
っ

て
い
る
報
告
が
な
さ
れ
た
が

今
回
３
割
増
商
品
券
が
発
行

さ
れ
完
売
し
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
が
︑
来
年
度
予

算
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

減
額
分
は
、
利
府
町
の
震

災
復
興
の
商
品
券
発
行
事
業

の
終
了
が
要
因
で
あ
る
。

　

27
年
度
に
つ
い
て
、
利
府

町
へ
の
要
望
は
終
わ
っ
て
い

る
が
、
松
島
町
は
担
当
課
で

の
調
整
が
つ
か
な
い
現
状
で

あ
る
。

　

行
政
と
は
、
お
互
い
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
、
お
願
い

を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 　
　

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ａ
＝
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
し
︑
町
長
に
日

参
し
頼
み
込
む
︒
議
会
は
︑

商
工
会
を
応
援
し
て
い
る
︒

こ
の
話
し
合
い
は
有
意
義
で

あ
る
︒

　
　
　
　
　
　
　

　

直
接
町
長
に
会
う
こ
と
に

す
る
。

議
会

商
工
会

議
会

商
工
会

　
　
　
　
　
　
　

　
お
店
１
軒
し
か
な
い
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
の
で
将
来

が
心
配
︒
商
工
会
や
上
部
団

体
は
ど
う
行
動
を
起
し
て
い

る
の
か
︒

　
　
　
　
　
　
　

　

町
政
史
上
、
商
工
会
と
町

が
一
体
と
な
り
一
生
懸
命
や

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
疑

問
。

　

こ
の
頃
、
役
場
と
商
工
人

が
一
体
化
し
、
諸
々
熱
く
語

る
場
が
必
要
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
﹁
商
工
会
と
の
話
し
合
い

は
ど
う
で
す
か
﹂
と
の
質
問

に
町
長
は
︑﹁
若
手
の
人
と

話
を
し
て
い
る
﹂
と
い
う
︒

　
肝
心
の
経
営
者
の
み
な
さ

ん
と
の
話
し
合
い
は
な
い
の

か
︒

　
　
　
　
　
　
　

　

青
年
部
と
の
や
り
取
り
は

上
の
方
に
還
元
さ
れ
な
け
れ

ば
何
も
な
ら
な
い
。

　

我
々
も
公
式
な
場
の
設
定

を
し
な
け
れ
ば
の
思
い
を
強

く
し
た
。

議
会

商
工
会

議
会

商
工
会

　
　
　
　
　
　
　

　

生
協
と
Ａ
コ
ー
プ
が
合
併

し
ま
す
ま
す
高
城
町
商
店
街

が
空
洞
化
に
な
る
。
空
地
利

用
な
ど
議
員
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
願
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
正
に
26
・
27
年
の
２
个
年

で
松
島
町
の
長
期
総
合
計
画

を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
︒

　
若
手
だ
け
の
議
論
に
は
無

理
が
あ
る
︒

　
小
規
模
事
業
者
地
域
力
活

用
新
事
業
全
国
展
開
支
援
の

部
分
で
︑
計
画
書
に
対
し
役

場
の
お
墨
付
の
場
面
は
必
ず

く
る
︒
町
長
が
ど
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
も
ル
ー
ル
な
の
で

ど
し
ど
し
出
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
︒

商
工
会

議
会

交換会 現状を聞く
利府・松島商工会

　

町
の
施
策
で
広
く
町
民

等
の
意
見
を
聴
く
必
要
が

あ
る
事
項
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
町
民

や
各
種
団
体
等
の
要
望
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、

議
会
と
町
民
が
い
つ
で
も

意
見
交
換
で
き
る
場
と
し

て
開
催
す
る
も
の

一
般
会
議
と
は

まめ
知識
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Ｑ&Ａ町政
一般
質問

ここが
 聞きたい

4人の議員が
７件について質問

一
般
質
問

一般質問は各議員の原稿をそのまま掲載しています。

今野　　章議員（17ページ）・水道料金の引き下げの考えは
・歩道や空きスペースにベンチを

櫻井　　靖議員（18ページ）・子供たちが夢を持って住みたいと思
う松島町に

・公共施設をもっと使いやすく

小幡　公雄議員（19ページ）・データを元に地方消滅が叫ばれる 
中、国は地方創生に動き出しました。
この動向に対する町の指針はどのよ
うなものですか

・松島産タケノコの安定供給を目指 
し、たけのこの山づくり整備事業が
２年にわたり行われたが、地方創生
の観点からどうしていくのか伺う

赤間　幸夫議員（20ページ）・速やかなる親切・思いやりのある行
政サービスの展開を！
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一般質問 ここが聞きたい！

今
こん

 野
の

　　章
あきら

 議員

問 水道料金引き下げの考えは

答 災害復旧工事もあり難しい

問
歩
道
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
ベ
ン
チ
を

答
健
康
や
歴
史
散
策
も
考
慮
し
検
討

松島大橋（水道橋）

一
般
質
問

　
　
　
　
　
　

22
年
４
月
の

見
直
し
で
、
５
０
０
０
万
円

前
後
下
が
る
試
算
で
料
金
引

き
下
げ
に
踏
み
切
っ
た
が
、

今
回
は
１
６
０
０
万
円
前
後

で
あ
り
、
松
島
橋
と
松
島
大

橋
の
水
道
管
の
災
害
復
旧
工

事
で
約
１
億
５
０
０
０
万
前

後
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
引
き
下
げ
は
難
し

い
。

　
　
８
月
18
日
︑
大
崎
及
び

仙
南
・
仙
塩
の
両
広
域
水
道

の
供
給
水
量
と
供
給
料
金
の

見
直
し
に
つ
い
て
︑
県
企
業

局
と
関
係
市
町
村
の
間
で
覚

書
が
取
り
交
わ
さ
れ
︑
供
給

料
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
︒

町
の
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

の
考
え
は
な
い
か
伺
う
︒

問職
務
代
理
者

　
　
県
広
域
水
道
か
ら
の
供

給
水
量
も
減
る
こ
と
に
な
り

受
水
費
の
負
担
額
も
減
る
の

で
は
な
い
か
︒

問

　
　
　
　
　
　

歩
道
や
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
ベ
ン
チ
を
と
い

う
こ
と
だ
が
、
全
体
的
に
少

な
く
、
健
康
や
歴
史
散
策
な

ど
も
考
慮
し
、
散
歩
コ
ー
ス

の
中
に
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
高
城
区
の
議
会
報
告
会

参
加
者
よ
り
﹁
散
歩
す
る

方
々
が
増
え
て
い
る
が
︑
散

歩
の
途
中
で
休
憩
で
き
る
ベ

ン
チ
な
ど
腰
を
お
ろ
す
場
所

が
あ
れ
ば
﹂
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
︒良
い
提
案
で
あ
り
︑

ぜ
ひ
街
づ
く
り
の
中
で
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
︒

問職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　

復
興
交
付
金

事
業
で
道
路
拡
幅
や
県
公
園

の
整
備
も
あ
り
、
可
能
か
ど

う
か
改
め
て
話
し
合
い
た

い
。
ま
た
、
浪
打
浜
か
ら
双

観
山
ま
で
の
チ
ッ
プ
の
歩
道

の
あ
り
方
も
含
め
、
ベ
ン
チ

の
設
置
が
可
能
か
国
、
県
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
海
岸
地
区
は
観
光
客
が

増
え
て
き
て
い
る
が
︑
ベ
ン

チ
を
も
う
少
し
数
多
く
設
置

し
︑
そ
れ
自
体
が
観
光
地
区

の
い
わ
ゆ
る
景
観
を
創
出
す

る
空
間
と
な
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
︒

問職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
以

降
１
０
０
ト
ン
ず
つ
下
げ
る

計
算
で
、
こ
れ
に
よ
る
影
響

額
は
年
間
で
３
５
０
万
円
程

度
と
試
算
し
て
い
る
。
水
道

料
金
に
返
し
て
も
あ
ま
り
影

響
が
な
い
と
考
え
る
。

水
道
事
業
所
長
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一般質問 ここが聞きたい！

問 子どもたちが夢を持って
� 住みたいと思う松島町に

答 子ども版総合計画を作ることで、
� 地域への愛着につなげたい

東北大会一回戦突破（松島高校）

一
般
質
問

問
公
共
施
設
を

�

も
っ
と
使
い
や
す
く

答
基
本
は
町
民
の
た
め
の

�

施
設
で
あ
る

櫻
さくら

 井
い

 　 靖
やすし

 議員

　
　
　
　
　
　
　

次
期
総
合

計
画
の
策
定
の
過
程
で
、
小

中
学
生
を
対
象
に
、
松
島
町

の
紹
介
や
松
島
町
を
取
り
巻

く
現
状
、
松
島
町
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
を
説
明
す
る
出

前
講
座
を
実
施
し
、
松
島
町

を
よ
く
す
る
た
め
に
は
自
分

た
ち
は
何
が
で
き
る
か
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
を

行
い
。
吸
い
上
げ
た
意
見
を

も
と
に
子
供
た
ち
の
み
ず
か

ら
の
手
で
つ
く
り
上
げ
た
子

ど
も
版
総
合
計
画
を
作
る
こ

と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
に
つ

な
げ
た
い
。

　
　
子
供
た
ち
が
み
ず
か
ら

夢
を
持
ち
︑
松
島
で
何
か
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い

か
︒

問企
画
調
整
課
長

　
　
　
　
　
　

町
に
も
苦
情

が
来
て
い
る
。
課
長
会
議
、

教
員
委
員
会
で
「
基
本
は
町

民
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。
指
導
徹
底

し
今
後
も
気
を
つ
け
た
い
。

　
　
　
　
　

利
用
者
の
皆
さ

ん
に
多
少
な
り
と
も
不
満
な

　
　

文
化
観
光
交
流
館
な

ど
︑
き
れ
い
な
っ
た
の
は
よ

い
が
︑﹁
使
い
勝
手
が
悪
く

な
っ
た
﹂
と
い
う
声
が
聞
こ

え
る
︒
町
で
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
︒

問職
務
代
理
者

　
　
公
共
施
設
の
職
員
は
町

民
と
接
す
る
機
会
も
多
い
︒

杓
子
定
規
な
対
応
で
な
く
臨

機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒

問教
育
課
長

　
　
松
島
高
校
が
甲
子
園
に

行
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待

さ
れ
て
い
る
︒
県
立
で
は
あ

る
が
我
が
町
の
高
校
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
︒
町
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
︒

問

　
　
　
　
　
　

県
立
高
校
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
公
益
上
、
町

民
が
納
得
す
る
金
額
で
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。た
だ
、

松
島
町
を
売
り
込
ん
で
も
ら

え
る
の
は
確
か
な
の
で
検
討

し
て
あ
げ
た
い
。

職
務
代
理
者

点
が
あ
っ
た
こ
と
は
真
摯
に

受
け
止
め
、
常
に
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　

消
防
法
に
基
づ

い
た
年
２
回
の
避
難
訓
練
を

最
低
限
行
い
、
大
ホ
ー
ル
の

イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
た
び
に
避

難
に
関
す
る
放
送
を
行
っ
て

い
る
。
分
館
の
方
に
話
は
し

て
い
る
が
訓
練
の
た
め
集
ま

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
今

後
も
呼
び
か
け
を
し
て
、
計

画
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
文
化
観
光
交
流
館
で
の

避
難
訓
練
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
︒
ホ
ー
ル
を
満
杯
に
し

て
の
避
難
訓
練
は
で
き
な
い

か
︒

問教
育
課
長
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一般質問 ここが聞きたい！

問 データを元に地方消滅が叫ばれる中、国は地方創生に動き出しました。
この動向に対する町の指針はどのようなものですか。

答 実のある中身にしなければならない

一
般
質
問

小
こ

 幡
ばた

 公
きみ

 雄
お

 議員

　
　
　
　
　
　

今
回
の
デ
ー

タ
は
新
聞
に
載
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
が

一
番
。
町
で
は
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

地
方
創
生
関
連
法
と
い
う

の
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是

正
す
る
の
が
発
端
で
あ
る
。

長
・
短
期
的
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
の
あ

る
中
身
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
石
破
地
方
創
生
大
臣
の

講
演
で
︑
20
～
39
歳
女
性
人

口
の
増
減
率
で
県
下
一
の
減

少
率
の
松
島
町
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
が
︑
こ
の
デ
ー
タ
を

ど
う
思
う
か
︒

問職
務
代
理
者

　
　
町
内
森
林
組
合
中
心
に

声
が
け
を
行
い
︑
希
望
者
を

募
っ
た
と
説
明
を
受
け
た

が
︑聞
き
取
り
調
査
の
結
果
︑

半
数
以
上
の
方
が
知
ら
な
い

と
判
明
し
て
い
る
︒
何
故
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の

か
伺
う
︒

問

　
　
　
　
　
　

３
月
の
定
例

会
で
の
質
疑
か
と
思
う
が
、

会
議
録
を
見
る
限
り
そ
の
発

言
答
弁
は
な
い
。

　
　
以
前
︑
大
橋
町
長
の
答

弁
で
あ
と
10
年
は
町
の
人
口

減
少
は
な
い
と
さ
れ
た
が
︑

そ
の
根
拠
は
何
だ
と
思
う

か
︒

問職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　

子
育
て
の
環

境
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
対
応
で

き
る
施
設
の
不
足
と
、
子
育

て
費
用
の
問
題
が
今
後
の
課

題
と
思
う
。

　
　
少
子
化
対
策
の
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
だ
と
考
え
る

か
伺
う
︒

問職
務
代
理
者

問
松
島
産
タ
ケ
ノ
コ
の
安
定
供
給
を
目
指

し
、
た
け
の
こ
の
山
づ
く
り
整
備
事
業
が

２
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
が
、
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
行
政
と
し
て
深
く
反
省
す

べ
き
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
希
望
者

募
集
方
法
を
森
林
組
合
に
依

頼
し
た
が
、
結
果
的
に
浸
透

し
な
か
っ
た
。
今
後
周
知
を

徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

行
政
が
入
っ

て
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
問

題
が
あ
り
深
く
反
省
す
べ
き

点
だ
と
思
う
。
地
方
創
生
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た

い
。

産
業
観
光
課
参
事

職
務
代
理
者

宮城県内市町村の20～39歳女性人口の将来推計値
20～39歳女性人口 増減率

（％）2010年 2040年
宮 城 県 297,749 182,517 -38.7
仙 台 市 156,555 96,028 -38.7
青 葉 区 45,990 28,768 -37.4
宮城野区 30,985 20,119 -35.1
若 林 区 19,829 11,738 -40.8
太 白 区 30,450 18,089 -40.6
泉 区 29,301 17,314 -40.9

石 巻 市 16,687 9,107 -45.4
塩 竈 市 5,946 2,708 -54.5
気 仙 沼 市 6,197 3,008 -51.5
白 石 市 3,791 1,903 -49.8
名 取 市 9,660 8,161 -15.5
角 田 市 3,281 1,638 -50.1
多 賀 城 市 8,461 5,429 -35.8
岩 沼 市 5,883 3,851 -34.5
登 米 市 8,070 4,435 -45.0
栗 原 市 6,252 3,251 -48.0
東 松 島 市 4,997 3,174 -36.5
大 崎 市 15,153 9,219 -39.2
蔵 王 町 1,226 693 -43.5

20～39歳女性人口 増減率
（％）2010年 2040年

七 ヶ 宿 町 88 62 -29.5
大 河 原 町 2,979 1,988 -33.3
村 田 町 1,245 582 -53.3
柴 田 町 4,842 2,855 -41.0
川 崎 町 925 468 -49.4
丸 森 町 1,271 656 -48.4
亘 理 町 4,031 2,382 -40.9
山 元 町 1,547 674 -56.4
松 島 町 1,449 594 -59.0
七 ヶ 浜 町 2,208 1,295 -41.3
利 府 町 4,392 3,550 -19.2
大 和 町 3,184 2,220 -30.3
大 郷 町 871 420 -51.8
富 谷 町 6,441 6,828 -6.0
大 衡 村 586 324 -44.7
色 麻 町 745 464 -37.7
加 美 町 2,311 1,289 -44.2
涌 谷 町 1,674 857 -48.8
美 里 町 2,434 1,291 -47.0
女 川 町 904 424 -53.1
南 三 陸 町 1,463 689 -52.9

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推
計人口（平成25年3月推計）」
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一般質問 ここが聞きたい！

問 速やかなる親切・思いやりのある
� 行政サービスの展開を！

答 研修等の活用で、
職員の意識改革を促していきたい。

一
般
質
問

赤
あか

 間
ま

 幸
ゆき

 夫
お

 議員

　
　
　
　
　
　

役
場
は
、
町

民
の
福
祉
向
上
サ
ー
ビ
ス
業

を
営
ん
で
お
り
、
課
長
会
議

等
を
通
じ
職
員
へ
の
理
解
を

求
め
て
い
る
も
の
の
、
浸
透

し
き
れ
て
い
な
い
。
新
人
だ

け
で
な
く
中
堅
職
員
も
含

め
、
接
遇
を
専
門
と
す
る
金

融
機
関
等
の
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
の
方
々
に
よ
る
研
修
を
実

施
し
、
意
識
改
革
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
町
役
場
を
サ
ー
ビ
ス
企

業
と
捉
え
︑
対
人
サ
ー
ビ
ス

の
信
頼
の
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
研
修
の
取
組
み
は
︑
ど

の
よ
う
な
も
の
か
︒

問職
務
代
理
者

　

10
月
28
日
（
火
）、
岐
阜

県
大
垣
市
建
設
環
境
委
員
会

が
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

被
害
状
況
と
復
興
状
況
の
調

査
の
た
め
視
察
来
町
し
ま
し

た
。

　

地
震
の
概
要
や
具
体
的
な

被
害
・
復
興
の
状
況
、
ま
た
、

当
時
の
議
会
と
し
て
の
対
応

な
ど
を
説
明
後
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
（
火
）、
奈
良

県
議
会
文
教
く
ら
し
委
員
会

が
「
瑞
巌
寺　

平
成
の
大
修

理
」
の
調
査
の
た
め
視
察
来

町
し
ま
し
た
。

　

工
事
概
要
の
説
明
後
、
現

地
の
瑞
巌
寺
本
堂
に
移
動

し
、
修
理
箇
所
を
実
際
に
見

な
が
ら
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

12
月
12
日
（
金
）、
七
ヶ

浜
町
議
会
産
業
建
設
常
任
委

員
会
が
観
光
振
興
策
の
調
査

の
た
め
視
察
来
町
し
ま
し

た
。

　

一
般
社
団
法
人
松
島
観
光

協
会
会
長
を
始
め
と
し
た
出

席
者
か
ら
、
行
政
と
協
会
と

の
連
携
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

岐
阜
県

奈
良
県

七
ヶ
浜
町

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

視
察
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
大
垣
市
議
会

建
設
環
境
委
員
会

奈
良
県
議
会

文
教
く
ら
し
委
員
会

七
ヶ
浜
町
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

人
は
第
一
印

象
が
大
事
で
あ
り
、
マ
ナ
ー

ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
接
客
・

電
話
対
応
・
来
庁
者
等
へ
、

気
を
配
る
よ
う
取
組
む
。

　
　
　
　
　
　

町
民
懇
談
会

で
も
同
様
な
意
見
が
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
な
ど

の
は
っ
き
り
し
な
い
回
答

や
、
そ
の
場
限
り
の
回
答
は

出
来
る
だ
け
行
わ
な
い
。

　
　
観
光
地
・
松
島
に
働
く

職
員
と
し
て
︑
日
頃
か
ら
の

心
構
え
の
面
で
町
民
等
の
来

庁
者
へ
の
親
切
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

は
︒

問職
務
代
理
者

　
　
事
務
処
理
の
様
々
な
相

談
に
対
し
︑
町
側
の
回
答
が

遅
く
︑
速
や
か
な
改
善
が
出

来
な
い
も
の
か
︒

問職
務
代
理
者
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組
合
議
会

◇
定
例
会

　

10
月
６
日
、
平
成
26
年

第
３
回
定
例
会
が
宮
城
東
部

衛
生
処
理
組
合
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

行
政
報
告

　

管
理
者
の
菊
地
健
次
郎
・

多
賀
城
市
長
か
ら
平
成
26
年

度
ご
み
の
搬
入
状
況
等
お
よ

び
各
施
設
の
運
転
状
況
の
説

明
が
あ
り
、
定
期
的
に
測
定

し
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
測
定
結
果
等
の
各
調
査

結
果
は
、
不
検
出
ま
た
は
基

準
値
以
内
で
あ
り
、
施
設
等

は
良
好
に
稼
働
し
て
い
る
旨

報
告
さ
れ
た
。

・
焼
却
灰
等
放
射
性
物
質
濃

度
の
測
定
結
果
・
排
ガ
ス
中

の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定

結
果
・
埋
立
地
浸
出
水
処
理

水
・
地
下
水
の
放
射
性
物
質

濃
度
の
測
定
結
果
・
各
施
設

敷
地
空
間
線
量
の
測
定
結
果

に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
に
よ
り

問
題
な
し
と
報
告
さ
れ
た
。

付
議
事
件
の
概
要
と
審
査
結
果

①
平
成
25
年
度
宮
城
東
部
衛

生
処
理
組
合
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
９
億
６
３
２
７

万
２
千
円
に
対
し
、
歳
入
決

　

10
月
３
日
、
平
成
26

年
、
第
３
回
定
例
会
が
塩

釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

行
政
報
告

　

火
災
発
生
件
数
は
、
30

件
で
対
前
年
比
14
件
の
減

少
。
こ
の
内
松
島
町
分
は

７
件
の
発
生
、
対
前
年
１

件
増
で
あ
っ
た
。
ま
た
救

急
出
動
件
数
は
５
５
２

０
件
で
対
前
年
比
４
件
、

0.1
％
減
で
あ
っ
た
。

　

尚
、
松
島
町
分
は
、
６

２
０
件
前
年
比
20
件
、

3.3
％
増
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
８
月
末
に
お
け
る

要
介
護
認
定
審
査
判
定
状

況
は
、
審
査
会
の
開
催
数

１
２
９
回
判
定
数
は
３
６

８
１
件
で
前
年
比
3.3
％

増
。

　

一
方
、
障
害
程
度
区
分

審
査
判
定
状
況
は
、
前
年

比
58
・
７
％
増
の
１
０
０

件
で
審
査
開
催
数
を
前
年

の
６
回
か
ら
10
回
に
増
や

し
対
応
。

　

ま
た
、
塩
釜
地
区
環
境

セ
ン
タ
ー
の
し
尿
及
び
浄

化
槽
汚
泥
の
搬
入
総
量
は

４
６
０
８
、
11
ト
ン
で
前

年
比
5.9
％
減
と
な
っ
た
。

　

更
に
、
４
月
〜
８
月
末

ま
で
の
塩
釜
斎
場
の
利
用

実
績
は
８
７
０
件
で
、
前

年
よ
り
26
件
の
増
加
と

な
っ
た
。

付
議
事
件
の
概
要
と
審
査

結
果

①
平
成
25
年
度
塩
釜
地
区

消
防
事
務
組
合
一
般
会
計

決
算

　

歳
入
決
算
額
20
億
７
６

５
８
万
６
３
７
０
円　

歳

出
決
算
額
20
億
５
２
１
３

万
５
８
４
８
円
で
差
引
額

２
４
４
５
万
５
２
２
円
の

剰
余
金
は
全
額
財
政
調
整

基
金
に
繰
り
入
れ
た
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　

地
方
自
治
法
に
基
づ

き
、
普
通
公
共
団
体
（
都

道
府
県
・
市
町
村
）
や
特

別
区
が
、
事
務
の
一
部
を

共
同
で
処
理
す
る
た
め
に

設
け
る
特
別
地
方
公
共
団

体
。

一
部
事
務
組
合

と
は

ミニ
知識

算
額
は
９
億
７
５
１
２
万
４

６
０
３
円
。
歳
出
決
算
額
は

９
億
５
０
３
９
万
２
１
７
４

円
で
、
差
引
額
は
２
４
７
３

万
２
４
２
９
円
と
な
り
、
そ

の
う
ち
財
政
調
整
基
金
に
１

３
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
残

額
を
繰
り
越
し
た
も
の
。

②
平
成
26
年
度
東
部
衛
生
処

理
組
合
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

平
成
25
年
度
決
算
に
係
る

前
年
度
繰
金
お
よ
び
組
合
預

金
利
子
を
追
加
し
、
そ
れ
に

伴
い
基
金
繰
入
金
を
減
額
し

歳
入
の
財
源
組
み
替
え
を
行

な
っ
た
も
の
。

　

以
上
、
提
案
さ
れ
た
議
案

は
、原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

�

片
山
正
弘　

議
員

�

今
野　

章　

議
員

◇
視
察
研
修

　

現
在
、廃
棄
物
処
理
は
「
い

か
に
処
理
す
る
か
」か
ら「
排

出
抑
制
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
へ
と

対
策
の
重
点
が
移
って
い
る
。

　

可
燃
ゴ
ミ
か
ら
固
形
燃
料

を
製
造
し
て
い
る
施
設
お
よ

び
焼
却
施
設
の
延
命
化
対
策

を
行
っ
て
い
る
施
設
の
研
修

を
行
な
っ
た
。

・
北
海
道
富
良
野
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

富
良
野
市
で
は
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
資
源
の
循
環
利

用
を
基
本
に
リ
サ
イ
ク
ル
の

可
能
性
や
有
害
性
・
危
険
性

を
考
慮
し
、
排
出
者
の
役
割

や
責
任
分
担
を
も
明
確
に
し

て
排
出
抑
制
・
減
量
化
に
努

め
て
、
平
成
25
年
度
の
資
源

化
率
は
89
・
７
％
と
極
め
て

高
か
っ
た
。
再
生
品
を
市
内

で
活
用
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ

ク
ル
が
市
民
の
目
に
見
え
る

形
で
推
進
さ
れ
て
い
る
。

・
北
海
道
旭
川
市
近
文
清
掃

工
場

　

施
設
の
延
命
化
対
策
に
つ

い
て
、
施
設
を
更
新
し
た
場

合
の
コ
ス
ト
を
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）
に

よ
り
比
較
検
討
し
、
現
在
、

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付

金
を
利
用
し
延
命
化
を
図
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
人
口
５

万
人
ま
た
は
面
積
４
０
０
㎡

以
上
の
地
方
公
共
団
体
が
対

象
で
期
間
は
５
年
以
内
で
あ

る
。

　

工
事
の
発
注
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
検
討
し
た
も
の
の

性
能
発
注
と
し
一
者
特
命
随

意
契
約
で
行
な
っ
て
い
た
。

Ｃ
Ｏ
２
　

削
減
率
は
約
36
％
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

②
平
成
25
年
度
塩
釜
地
区

消
防
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
事
業
特
別
会
計
決
算

　

歳
入
額
１
億
３
５
２
７

万
７
５
５
０
円
、
歳
出
額

１
億
２
５
７
１
万
９
５
４

６
円
、
差
引
額
９
５
５
万

８
２
０
４
円
の
決
算
剰
余

金
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し

構
成
市
町
に
返
還
と
な

る
。

③
障
害
者
自
立
支
援
審
査

事
業
特
別
会
計
決
算
④
塩

釜
地
区
環
境
組
合
決
算
⑤

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

の
財
産
取
得
に
つ
い
て

　

以
上
、
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

�

高
橋
利
典　

議
員

�

赤
間
幸
夫　

議
員
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平成26年度第４回松島町議会臨時会　議案採決結果

平成26年度第４回松島町議会定例会　議案採決結果

全：賛成全員（可決・採択）　多：賛成多数（可決・採択）　否：賛成少数（否決・不採択）
○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席� ※櫻井公一議員は議長のため採決に加わりません

議
案
番
号

議　　　案　　　名 議決月日 採決
結果

澁
谷　

秀
夫

赤
間　

幸
夫

櫻
井　
　

靖

片
山　

正
弘

後
藤　

良
郎

小
幡　

公
雄

髙
橋　

幸
彦

今
野　
　

章

太
齋　

雅
一

色
川　

晴
夫

菅
野　

良
雄

髙
橋　

利
典

阿
部　

幸
夫

櫻
井　

公
一

賛　
　

成

反　
　

対

議案第104号 松島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 11月4日 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ － 11 2

議案第105号 松島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の制定について 11月4日 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 12 1

議案第106号 松島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定について 11月4日 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 12 1

議案第107号 工事請負契約の締結について（手樽地区防災まちづくり拠点施設建設工事） 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議案第108号 工事請負契約の締結について（本郷地区備蓄倉庫建設工事） 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議案第109号 工事請負契約の締結について（帰命院地区避難施設建設工事） 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議案第110号 工事請負契約の締結について（耐震性貯水槽〈松島第一小学
校・手樽地域交流センター・松島運動公園〉整備工事） 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議案第111号 工事請負契約の締結について（町道高城・松島線避難道路整備その１工事） 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議案第112号 平成26年度松島町一般会計補正予算（第５号）について 11月4日 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13 0

議
案
番
号

議　　　案　　　名 議決月日 採決
結果

澁
谷　

秀
夫

赤
間　

幸
夫

櫻
井　
　

靖

片
山　

正
弘

後
藤　

良
郎

小
幡　

公
雄

髙
橋　

幸
彦

今
野　
　

章

太
齋　

雅
一

色
川　

晴
夫

菅
野　

良
雄

髙
橋　

利
典

阿
部　

幸
夫

櫻
井　

公
一

賛　
　

成

反　
　

対

議案第130号 指定管理者の指定について（品井沼農村環境改善センター） 12月15日 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 12 1

賛成全員
議案番号 議　　　案　　　名 議決月日

陳情第２号 知的障害者福祉施設整備への財源措置を求める陳情 12月12日

議案第113号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度松島町一般会計補正予算　第６号） 12月12日

議員提案第
８号

松島町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について 12月15日

議案第114号 松島町復興まちづくり支援施設の設置及び管理に関する条例の制定について 12月15日

議案第115号 松島町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第116号 松島町長等の給与に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第117号 松島町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第118号 職員の給与に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第119号 児童公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第120号 松島町子ども医療費の助成に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第121号 松島町国民健康保険条例の一部改正について 12月15日

議案第122号 松島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 12月15日

議案第123号 宮城県市町村自治復興センター規約の変更について 12月15日

議案第124号 災害等廃棄物処理の事務の委託の廃止について 12月15日

議案番号 議　　　案　　　名 議決月日

議案第125号 市町の境界変更について 12月15日

議案第126号 境界変更に伴う財産処分の協議について 12月15日

議案第127号 町道の路線認定について 12月15日

議案第128号 指定管理者の指定について（長松園デイサービスセンター） 12月15日

議案第129号 指定管理者の指定について（健康館デイサービスセンター） 12月15日

議案第131号 指定管理者の指定について（松島駅前駐輪場） 12月15日

議案第132号 指定管理者の指定について（野外活動センター） 12月15日

議案第133号 工事請負契約の変更について（児童館建設工事） 12月15日

議案第134号 平成26年度松島町一般会計補正予算（第７号） 12月15日

議案第135号 平成26年度松島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 12月15日

議案第136号 平成26年度松島町介護保険特別会計補正予算（第３号）12月15日

議案第137号 平成26年度観瀾亭等特別会計補正予算（第４号） 12月15日

議案第138号 平成26年度下水道事業特別会計補正予算（第５号） 12月15日

議案第139号 平成26年度水道事業会計補正予算（第２号） 12月15日

議案第140号 工事請負契約の変更について（町道手樽・富山駅外道路整備その２工事） 12月17日

議員提案第
９号

知的障害者福祉施設整備への財源措置を求める意見
書 12月17日

賛
否
公
表
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委
員
会
活
動

活気づく議会報告会
多数のご参加ありがとうございました

開　催　日 開催地区 開　　催　　場　　所 参加人数 担当班
１０月１８日（土） 手 樽 区 手樽地域交流センター 22人 第１班
１０月１９日（日） 桜 渡 戸 区 桜渡戸分館 24人 第１班
１０月２１日（火） 松 島 区 垣ノ内集会場 22人 第２班
１０月２４日（金） 高 城 区 高城コミュニティセンター 32人 第１班
１０月２６日（日） 初 原 区 初原コミュニティーセンター 45人 第３班
１１月　１日（土） 磯 崎 区 磯崎区民会館 22人 第３班

１１月　２日（日）
下 竹 谷 区 北小泉・下竹谷地区コミュニティーセンター 12人 第２班
幡 谷 区 品井沼農村環境改善センター 27人 第１班

１１月　９日（日）
本 郷 区 本郷ふれあいセンター 18人 第２班
上 竹 谷 区 上竹谷生活センター 18人 第３班

１１月１６日（日） 北 小 泉 区 滝ノ沢サブセンター 17人 第３班
１１月２２日（土） 根 廻 区 根廻分館 9人 第２班

計 268人

○開催期間　平成26年10月18日（土）から11月22日（土）まで
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この広報誌は環境に優しい
大豆油インキで印刷しています

　

松
島
町
に
は
、
数
多
く
の

大
切
な
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
文
化
財
は
、
永
い

年
月
を
人
々
の
手
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
価
値

が
あ
る
の
で
す
。

　

町
に
は
、
町
が
指
定
し
た

文
化
財
と
指
定
の
無
い
文
化

財
的
な
遺
産
が
あ
り
ま
す

が
、
指
定
の
無
い
文
化
財
的

遺
産
の
管
理
の
現
状
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

町
の
文
化
財
が
壊
れ
た
と
き

は
予
算
化
さ
れ
ま
す
が
、
指

定
の
無
い
文
化
財
的
遺
産
の

方
は
、
大
部
分
が
地
域
住
民

の
善
意
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
壊
れ
た
程
度
に
も
よ

り
ま
す
が
修
理
費
が
莫
大
に

な
る
こ
と
や
地
域
住
民
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
資
金
手
当
て
に
苦

悩
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

町
を
出
た
人
々
が
、
や
が

て
は
「
ふ
る
さ
と
松
島
」
に

戻
っ
て
く
る
…
そ
の
時
そ
の

姿
に
何
を
思
う
で
し
ょ
う

か
。
町
や
議
会
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

町
民
の
宝
で
あ
る
文
化

財
、
指
定
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
町
民
の
財
産
と
し
て
、

保
存
・
維
持
の
為
の
予
算
を

組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

松
島
町
の
文
化
財
を
考
え
る
…
…

松浦嘉雄 さん
（初原）

〝
町
民
の
声
〟

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

12
月
定
例
会
開
催
期
間
中
に
編
集

確
認
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任

務
分
担
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
文
章
、
写
真
、

図
表
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
編
集

の
た
め
の
会
議
が
持
た
れ
ま
す
が
、

発
行
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
反

応
を
頂
く
ま
で
は
、
気
の
抜
け
な

い
仕
事
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

稀
に
お
褒
め
を
頂
き
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
叱
咤
激
励
な
の
で
す
。

　

委
員
は
、
作
る
か
ら
に
は
読
み

手
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
関

心
を
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、　

町
の

広
報
と
の
発
行
目
的
の
違
い
か
ら

堅
苦
し
い
言
葉
遣
い
を
避
け
、
読

ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要

だ
ろ
う
か
と
思
案
中
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
反
応
が
、
よ

り
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご一報
を
く
だ
さ
い
。

�

（
赤
間
幸
夫
）

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長　

小
幡　

公
雄

副
委
員
長　

櫻
井　
　

靖

委　

員　

赤
間　

幸
夫

色
川　

晴
夫

髙
橋　

利
典

阿
部　

幸
夫

編
集
後
記

町のホームページから
議会だよりが検索できます！

ホームページアドレス
http:/www.town.matsushima.miyagi.jp/
議会Ｅメール
gikai@town.matsushima.miyagi.jp

次
回
３
月
の
定
例
会
は

３
月
６
日
開
催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、傍
聴
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
　
議
会
だ
よ
り
に
の
せ
る
写
真
撮
影
の
た

め
に
、
議
員
が
出
向
き
ま
す
。
腕
章
を
つ
け

て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
か
ら
の
お
願
い

　

髙
橋
辰
郎
氏
（
前
議
員
）
が
秋
の

叙
勲
で
『
旭
日
双
光
章
』
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
辰
郎
氏
は
議
員
と
し
て
昭
和

48
年
よ
り
40
年
間
（
10
期
）
の
長
き

に
わ
た
り
、
更
に
は
議
長
と
し
て
も

８
年
間
務
め
ら
れ
、
高
遠
な
政
治
理

念
を
も
っ
て
町
政
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

澁
谷
秀
夫
議
員
が
平
成
26
年
11
月
18
日

に
宮
城
黒
川
地
方
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
、自
治
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
11
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
の
復
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
事
務
局
職
員
と
し
て
７
年

以
上
在
職
し
た
佐
々
木
主
幹
も
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
受
章

自
治
功
労
者
表
彰


